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研究成果の概要（和文）：割引因子を伴わない最適経済成長モデルの研究は【世代間衡平性】の公理的分析、一
般均衡理論、最適制御理論、非線形経済動学にまたがる学際領域に属し、各分野の単なる折衷を越えた独自の視
点による理論の拡充が求められるため、重要な研究領域であるにもかかわらず、未知の問題が数多く残されてい
る。本研究で得られた知見は解決されるべき問題のごく一部であり、必ずしも明確な政策的指針を与えるもので
はないが、希少な資源を将来世代にどのように残すべきかを議論する上での一助になることが期待される。

上記の問題意識の下、7本の論文を国内外の学術誌に刊行した．

研究成果の概要（英文）：A study on optimal growth models without discount factors involves axiomatic
 analysis on intergenerational equity, general equilibrium theory, optimal control theory, and 
nonlinear economic dynamics. Since the fields mentioned above is interrelated belong to an 
inter-disciplinary area, this study requires an extension of conventional theory with an original 
viewpoint that is beyond the simple combination of them. This difficulty reveals the fact that there
 remains many unsolved important problems in this study.    

With this backgound in mind, I have published seven papers in a refereed journal. 

研究分野： 最適経済成長理論

キーワード： 再帰的効用関数　無限期間問題　最適経路　評価関数の微分可能性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の最終目標は、新古典派の標準的仮定から離れ、非凸環境下の最適経路を分析することで【貧困と富裕の
階層分離】を時間選好率以外の要因で説明することである。経済活動の水準に依存して経済主体の消費リスクへ
の態度が異なったり、生産技術の構造が変化する状況を考察することにより、経済主体の最適化行動の結果、複
数の定常状態が出現する。また、【世代間衡平性】を考慮することは、経済動学に現れる時間選好率の影響を完
全に取り除くことでもある。本研究の研究成果を通じて、完全競争下では、初期資産格差が【貧困と富裕の階層
分離】の最も重要な要因であることを解明することができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

稀少な資源を効率的に配分する問題の研究は経済学の伝統的な課題である。最適経済成長論で

は効率性を満たす異時点間の資源配分については、現在まで盛んに研究されてきたが、【世代間

衡平性】を満たす異時点間の資源配分については、十分に考察されてきたとは言い難い。すべて

の世代を同等に処遇するためには、将来世代の効用を割り引かないことが要求されるため、将来

世代の効用を割り引く伝統的な社会的厚生関数を分析に用いることができないのが、その理由

である。本研究では割引因子を伴わない社会的厚生関数に依拠した無限期間の効用最大化基準

を採用し、最適経済成長モデルにおいて最適経路の双対価格による特徴付けを行い、【パレート

効率性】と【世代間衡平性】を同時に満たす経路の動学的性質を分析する。割引因子の影響をモ

デルから完全に取り除くことにより、新古典派の標準的仮定を満たさない非凸選好と資本スト

ック水準に応じて規模に関する収穫逓減および収穫逓増が併存する生産技術の下では、【貧困と

富裕の階層分離】が時間選好率以外の要因で生じることを示す。 
 
 
２．研究の目的 
非凹な効用関数を許容することは、消費の平準化効果が必ずしも働かないことを意味し、非凹

な生産関数を許容することは、資本ストック水準に応じて規模に関する収穫逓減と収穫逓増が

併存することを意味する。すなわち、経済活動の水準に依存して経済主体の消費リスクへの態度

が異なったり、生産技術の構造が変化する状況を考察することになり、経済主体の最適化行動の

結果、複数の定常状態が出現する。また、【世代間衡平性】を考慮することは、別の言い方をす

れば、経済動学に現れる時間選好率の影響を完全に取り除くことでもある。本研究の目標の一つ

は新古典派の標準的仮定から離れ、非凸環境下の最適経路を分析することで【貧困と富裕の階層

分離】を時間選好率以外の要因で説明することである。これと同時に、本研究では複数の企業と

消費者が存在する経済の動学的競争均衡の分析も視野に入れており、一般均衡理論に関する共

同研究者の研究が大いに活用される。また、衡平分割理論に関する筆者の一連の研究は効率性と

衡平性の両立可能性を明らかにしており、【世代間衡平性】を考慮した社会的厚生関数の定式化

に際し、新たな知見をもたらすことが十分に期待できる。割引因子を伴わない最適経済成長モデ

ルの研究は【世代間衡平性】の公理的分析、一般均衡理論、最適制御理論、非線形経済動学にま

たがる学際領域に属し、各分野の単なる折衷を越えた独自の視点による理論の拡充が求められ

るため、重要な研究領域であるにもかかわらず、未知の問題が数多く残されている。本研究で得

られることが予想される知見は解決されるべき問題のごく一部であり、必ずしも明確な政策的

指針を与えるものではないが、希少な資源を将来世代にどのように残すべきかを議論する上で

の一助になれば、経済理論の研究者としてこれに優る喜びはない。 
 
 
３．研究の方法 
分析の出発点になるのが非凸環境下での最適経路の存在定理であり、筆者の先行研究に基づき

証明を試みる。複数の定常状態が存在する最適経路の性質を分析するためには、nonsmooth 

analysis に基づく双対価格の特徴付けを与える必要があり、【横断性条件】を満たす経路を吟味

することにより、最適経路を特定化する。なお、研究の主眼は専ら連続時間モデルに向けられる。

その理由は数学的には離散時間よりも連続時間の分析の方が遥かに難しく、そこで得られた結

果のほとんどは容易に離散時間モデルの結果に帰着できるためである。筆者は連続時間モデル



の分析に長けており、離散時間の分析から始めて、その結果を連続時間に拡張する手法を取らな

い点を強調したい。実際、離散時間の結果の証明方法は多くの場合、連続時間では通用しないこ

とは周知の事実である。 
 
 
４．研究成果 
7 本の論文を国内外の査読付ジャーナルに公刊した。研究成果の具体的内訳は以下の通りであ

る。 
(1) 可変的な時間選好率を伴う再帰的効用関数の分析と非凸環境下での最適経済成長モデル

の最適経路の存在定理 
(2) 無限期間最適制御問題の最適経路の必要条件の特徴付けとラムゼー・モデルへの応用 
(3) 無限人経済におけるコア同値定理の特徴付けと一般化 
(4) σ-代数上の選好関係の特徴付けと有限人経済におけるパレート効率的無羨望分割の存

在定理 
(5) 非凸変分問題の最適解の特徴付け 

本研究の研究成果を通じて、完全競争均衡下では初期資産格差が【貧困と富裕の階層分離】の最

も重要な要因であることを解明することができる。 
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